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　企業をはじめとする様々な組織の学習、転換の実現
は、技術等の外的環境が目まぐるしく変化を続ける今
日の状況において、ほとんどすべての組織に求められ
るものである。本年度はこうした認識の下で、情報技
術による支援を単に意思決定のみに限定するのではな
く、組織内での、また組織と環境内の諸要素との間で
の、広い意味での「対話」あるいは「会話」を対象と
するものと考え、有効な支援システムの構築をどのよ
うにに実現しうるのか、またするべきなのかについて
研究を行った。
　今日、標準化された情報ネットワークを組織間のイ
ンターフェースとする技術環境の中でオープン指向の
経営が目指され、コアコンピタンスに特化してよりス
リム化された企業間での有機的な結びつきが多くの企
業によって模索されている。戦略的なアウトソーシン
グ、バーチャルコーポレーションやSCMといった言
葉で表わされるこうした動きは、基本的に自動化発想
の中で効率化を目指すものである。しかしこうした効
率追求活動の先で企業組織の優劣を決するものは、新
しいビジネススタイルのアイデアであり、それを実現
するための組織学習と組織転換である。
　情報技術をテコにした組織学習、組織転換の支援は、
ハード、ソフト両面での飛躍的進展が見られるという
ものの、まだまだ人間の資質に依存しなければならな
い側面が多い。エージェント技術などを活用した学習
するシステムの実現が目指されてはいるものの、企業
組織全般にわたる学習と転換のための有効なITベース
の支援の枠組みが出来上がるまでにはまだ多くの時間
がかかるであろうし、たとえそれが実現されたとして
も、そこには人間の果たす役割が少なからぬ割合いで
残されているだろう。多くの情報が容易に手に入るよ
うになるという意味での情報化が進展するとき、真に
必要な情報を選別、処理し、そこに新たな意味合いを
見出す作業は必ず人間が行わなければならないからで
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ある。
　したがって、組織における有効な支援システムの構
築は、情報技術の活用を前提としてもなお、その焦点
が人間あるいは人的資源のエンパワーメントとエンプ
ロイアビリティの向上に置かれるものでなければなら
ない。そして支援システムの有効性を成立させるため
の必要条件として、新たな情報技術環境に対応した情
報技術の学習能力の酒養と共に、組織における、また
社会における情報倫理の確立が目指されなければなら
ないのである。
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